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―― 研究助成報告 ――

【序論】

　てんかん診療において治療が効果的，効率的
に行われ，また，てんかん患者が社会でできるだ
け制限の少ない生活を送るためには，患者が病
気を正しく理解することが必要不可欠である1）。
てんかん患者のための学習プログラムMOSES

（Modular service package epilepsy，モーゼス）
は，てんかん患者が病気を理解し，実践的な対
処能力を身に付け，積極的に病気に向き合うこ
とを学ぶ心理社会的学習プログラムとして開発
された2, 3）。1998年よりドイツ語圏で開始され，
2002年に行われたランダム化比較対照試験で
は，MOSESを受けたてんかん患者では，てん
かんに関する知識の増加，てんかんに対する対
処法の改善，発作頻度の減少，副作用の軽減が
みられたと報告されている4）。
　本邦では，2010年，MOSES企画委員会（日
本てんかん学会・日本てんかん協会）より

MOSESの日本語訳テキストが出版され，2012
年よりプログラムが開始された5）。静岡てんか
ん・神経医療センターでは，これまで約160名
のてんかん患者がMOSESを受講している。ま
た，2013年よりMOSES企画委員会によりト
レーナー研修セミナーを毎年開催し，これま
で，約100名のてんかん関連専門職が受講した。
さらに，MOSESを含めた心理教育に関するシ
ンポジウムを2016年静岡，2018年横浜の日本て
んかん学会学術集会で開催した。
　本研究では，MOSESを本邦で普及するにあ
たり，MOSESの有用性を明らかにするために，
参加者の生活の質（QOL），てんかんに関する
知識，気分状態，主観的日常生活評価の変化に
ついて調査した6）。

【方法】

１．対象患者
　対象患者は2014年3月から2016年3月に静岡て
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んかん・神経医療センターに入院したてんかん
患者で，MOSESプログラムに参加した55名

（男性34名，女性21名）である（Tab. 1）。平均
年齢は27.8±9.1歳，てんかん類型は焦点性てん
かんが46名，全般てんかんが9名，うち特発性
全般てんかんが7名だった。てんかんの平均発
病年齢は13.4±8.3歳，平均罹病期間は14.4±
10.2年，調査時6か月以内の発作頻度は日単位
が7名，週単位が14名，月単位が17名，年単位
が11名，発作消失が6名だった。服用中の平均
抗てんかん薬数は2.8±1.0剤だった。
２．MOSESプログラム
　MOSESは2014年3月から2016年3月までの間
に計10クール実施した。1クールは1時間のグ
ループワーク形式のセッション計8回から構成
され，1か月の期間に週2回の頻度で実施された

（Tab. 2）。各セッションには4～7名のてんかん
患者が参加し，MOSESトレーナー研修を修了

した医師，看護師，ソーシャルワーカー，心理
士，作業療法士のうち2名がトレーナーとして
担当した。MOSESプログラムは全ての内容を
網羅すると15時間以上は必要となるため，各
セッションのなかで適宜内容を取捨選択して実
施した。
３．評価方法
　評価方法は，「てんかんにおける生活の質」質問
票（Quality of life in epilepsy-31-P，以下QOLIE-
31-P）7），「てんかん患者の生活・心理・主観評価」
質 問 票（Performances, sociodemographic 
aspects, subjective evaluation， 以 下PESOS）8），
てんかんの知識スケール4），てんかん患者用の神
経学的障害うつ病評価尺度スクリーニングツール

（Neurological disorders depression inventory for 
epilepsy，以 下NDDI-E）9），日本 語 版Recovery 
Assessment Scale（以下RAS）10）を用いてMOSES
前後に評価した。

Tab. 1　Demographic and clinical features

Tab. 2　MOSES program in Shizuoka Institute of Epilepsy and Neurological Disorders
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４．統計解析
　統計解析は，QOLIE-31-PのMOSES前後の得
点の比較は，対応のあるt検定を用いた。PESOS，
てんかんの知識スケール，NDDI-E，RASの
MOSES前後の得点の比較は，対応サンプルによ
るWilcoxon検定を用いた。統計解析はSPSSを用
い，有意水準は5％とした。
５．対象者への倫理的配慮
　本調査は，ヘルシンキ宣言の精神に基づき，
厚生労働省「臨床研究に関する倫理指針」及び
実施計画書を遵守した。また調査の目的を対象
者に説明し，すべての対象者から文書で同意を
得た。各評価のいずれのアンケートも回答は対
象者の自由意思であることを説明した。当院倫
理委員会の承認を得た（2013-17，2014-22）。

【結果】

１．QOLIE-31-PのMOSES前後の得点を比較す
ると，「全体的な生活の質Overall QOL」の項
目が43.2±11.58から45.7±10.28へ変化し，統計
学的に有意（p=0.046）な得点の向上を認めた

（Tab. 3，Fig. 1）。その他の項目では，MOSES
前後で有意な差を認めなかった。
２．PESOSの「てんかんへの適応Adaptation 
to epilepsy」の項目が46.5±27.36が38.4±24.69
へ変化し，統計学的に有意（p=0.005）な得点
の改善を認めた（Tab. 3，Fig. 2）。その他の項
目はMOSES前後で有意な差を認めなかった。
３．てんかんの知識スケールが4.0±1.91から
5.3±1.61へ変化し，統計学的に有意（p=0.000）
な向上を認めた（Tab. 3，Fig. 3）。
４．NDDI-EはMOSES前後で有意な差を認め
なかった。RASはMOSES前後で82.1±14.84か
ら84.2±15.78へ変化し改善の傾向（p=0.056）
を示したが，有意な差は認められなかった

（Tab. 3）。 

【考察】

　本調査で，てんかんの知識スケールが統計学
的に有意な得点の向上を示したことは，正しい
知識や情報を得るというMOSESの目的に合致
した結果であった。また，QOLIE-31-Pの「全

Tab. 3　Comparison of assessment scores before and after MOSES program
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Fig. 1　MOSES前後のQOLの変化
Quality of life in epilepsy-31-P （QOLIE-31-P）において，全体的な生活の質で統計学的に有意な得点
の向上を認めた。文献6より引用。

Fig. 2　MOSES前後の患者主観の変化
Quality of life in epilepsy-31-P （QOLIE-31-P）において，「全体的な生活の質Overall QOL」で統計学
的に有意な得点の向上がみられた。文献6より引用。
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体的な生活の質」，PESOSの「てんかんへの適
応」が向上したことは，てんかんについての知
識の向上のみならず，生活全般の満足度やてん
かんという病気を前向きに受け入れようという
心理面の変化が得られたことを示した。これは
MOSESでは参加者の感情を整理するための心
理的なセッションを重点的に行うことや，集団
で行われることによる患者同士の心理的相互作
用の効果が影響していると考えられる1）。
　てんかん患者は日常生活の中で，心理的にも
社会的にも多くの制限に直面している。今回，
MOSESにより，知識の向上だけでなく，生活
の質QOLやてんかんという病気を前向きに受
け入れようという心理面の変化が得られたこと
は，てんかん患者の病気に対する理解を促し，
治療の効果を高め，心理社会的な制限を軽減す
るうえでも非常に重要であると考えられる。
　MOSESは16歳以上のてんかん患者を対象と
しているが，より若年の患者や家族に対する心
理教育も重要である。2018年，てんかんのある
子どもと家族向けの学習プログラムfamoses

（Modular service package epilepsy for 

families，ファモーゼス）の日本語版テキストが
完成した11, 12）。ドイツ語圏諸国では，2005年よ
りfamosesが開始され，てんかんのある子ども
の家族において，てんかんの知識が増え，コー
ピングが改善し，不安が軽減し，子どもの自立
への促しが向上することが示されている13）。今
後は，MOSESの長期効果，famosesのてんか
んのある子どもや家族への有用性を継続して調
査していく予定である。
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